






　ところが、馬場（1984）が指摘したように、1965 年（日本語訳 1972 年）のミッチャーリヒ（Mitscherlich、
A.）の『父なき社会』の出版を契機にして、「当時の社会病理・家族病理としての父権の弱体化、父
親機能の喪失が人々の注目を引くようになり、フロイド以来、再び父子関係の持つ重要な意味が問わ
れだした」のである。しかし、舘（1984）によれば、「1944 年にフロイドとバーリンガム（Freud, Ａ 
& Burlingham,D.）が、戦災孤児となった子どもたちを収容したハムステッド保育所において、父親























であった。同年の同学会において、総演題数 375 題のうち「父親」とタイトルにあったものは僅か 2
題（0.53％）であった。翌年の同学会においては、総数 361 題のうち 8 題（2.22％）にまで増えたが、
10 年後の 2003 年においては、総数 291 題のうち 4 題（1.37％）と減少している。さらに 10 年後の









































































































































































































































































1898 年（明 31）家族法、1904 年（明 37）国定修身教科書が制定された。
























































































































































































































































































































































































































 2.　奥平英雄　1935「父と子の映画」『幼児と教育』第 35 巻　3 号
 3.　片岡徳雄　1988『日本的親子観を探る』日本放送出版協会
 4.　河合隼雄ほか 1977『母なるもの』二玄社
 5.　窪龍子ほか　1988「日本の地小屋の歴史的変遷（その 1）」日本総合愛育研究所紀要第 23 集



















25.　久木幸男ほか編　1977『日本子どもの歴史 1 ～ 6 巻』　第一法規
26.　古市貞次校注　1985、1986『御伽草子・上下』岩波文庫









36.　山住正巳ほか編注　1976『子育ての書 1 ～ 3 巻』東洋文庫 285、293、297　平凡社
37.　山本謙吉編　1959『日本詩歌集』平凡社
38.　読売新聞社編　1901『家庭の教育』伊藤文友館
39.　脇田晴子編　1985『母性を問う（上）』人文書院
追記：本稿は、かつて発表した論文（参考・引用文献 5,6,7）に大幅に加筆し、考察し直したものである。
